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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・経済産業省経済社会政策室長の相馬と申します。本日は、経産省にて企業の多様性推進に関わる政策に携わる立場でコメントをさせて頂きます。

・格差解消に関するゲーム理論を用いた考察は大変示唆に富むものであると感じました。

・「労働市場や資本市場の競争圧力」が有効、とのコメントもございましたが、私からは、関連する政策を中心にお話させて頂きます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・まずはじめに、女性の活躍を促進するための義務開示制度はこちらの表の通りとなっております。
・先生のプレゼンの中で触れられた女性活躍推進法に加え、上場企業に対しては、有価証券報告書での開示も義務づけられています。
・有価証券報告書では、昨年３月期の有価証券報告書から男女間賃金格差などの項目も開示対象となっています。数値データに加えて、考え方や取組の内容などの定性的な記載もされます。
・昨今、人的資本経営の流れもあり、投資家は、このような非財務情報にも着目しています。先生のプレゼンの中でも、数値データのみの開示では無く、企業戦略との関係やどのように改善をはかっていくかも含めての開示の必要性にも触れられていましたが、今後企業におけるそのような情報開示の取組は一層進むことが想定されています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・開示項目に関係して、２つほど参考データをご紹介します。
・先生のプレゼンの中では育成や配置における男女差についても触れられていました。女性の役員登用に関するデータはこちらのグラフの通り。年々上昇はしているものの、諸外国とくらべて低い水準。
・プライム上場企業を対象に、2030年女性役員比率３０％の目標を昨年立てられたところ。役員登用のためには、課長・部長といった各段階でしっかり女性を登用していくことが重要であるが、そのためにもこのような目標設定も企業に向けた推進力になる。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・囚人のジレンマのお話の中でも、家庭における家事育児の担い手のお話がありました。
・こちらは男女別に見た生活時間の国際比較ですが、日本は諸外国と比較しても、家庭での無償労働に費やす時間の男女差が大変大きくなっています。このように、女性に家庭での無償労働の責任が偏っていることも、チャイルドペナルティ等の一つの要因になっていると考えられます。
・男性がしっかりと家庭での責任を果たしていく社会環境とすることが重要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・「女性版骨太の方針」は女性活躍・男女共同参画の取組を加速するために、毎年6月をめどに政府決定されるもので、各府省の概算要求に反映します。
・2024年度版の目次はこちらの通りとなっており、企業における女性活躍の推進や、女性の所得向上に関する政策も含まれています。


rEEABERA : [1TUCHIRIC K DB REDHEE

® NADE
@0 SHIES
000 KOz}

® RTULI#AMA(L, FER24FE LD, BFERAERGGISFEG PP R TEE.

o [LfFRiEHEE |ICBNELIBERFZ. [PRIMOERMER L 1Z2ERIFBENHIEAREL OEE. £
D EREADEHECT I 2iERDEBZEHHL T FFLOHFEDNE{EZE B,

m ETEDIRIE

v HERARS T 51 Al - 25> — Kt/ 0—
ZFtglc HEL TV B TOREMR,
v HEREZNCLCRARAEN 2 EEORES

TEF.

m [RTULIEARIDRA> b
REBROES UL ERIBEZTORRTETE

m [RTUZHMR] - [NextRTULC H@E-tETZIEERR]
DEZ7 (K5 FE)

XERAS0HIEE

[RTULTHHA]
EUTETE

RO EEREIGEOZ B OHNOH5T ., BEFED
HEEWROPT, LHERHEEZ ESAEMT, HE
DRREED LSICERFRMIER ECORIFTVSHNCE
BEUTURBTUL R ZETE .

HEE - HETETHEICTS
BUEDORVHIIZE

TIEERHEEICRIT 51R R RZ (RE

® [RTUIERICTIHEEVWEEW R HOT—9%2N
FU. BEATIG - HEMISECEIT, [LEEE
HEME(CAEMRAY R (B ZE | E U TIBERFEE,

o E/KM(C(E. EEFBENT —HFI—ELLTAE.
[RTCULCEIR I (GEESNEEOTEERBEEDIE
RE. BEEZEOHMAIEEODE TEHIELLTAE,

LIEER

EH-SRFTO—8Uk _|_
KSCENE HE BRI ]

FrU7RRSZIR
‘ [NextBTUC @& - #ET

{tEMiER L | TEEElLoaE
X 203HARE

XTOPIX-17DFEX D= R(CEIBU 18R IE(CHNT
1Z:BHIN1~2H0ETE,


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・ここで、関連する経産省の政策を事例として２つ紹介致します。一つ目はなでしこ銘柄です。
・なでしこ銘柄でも企業の情報開示を促している。特に数字を開示するだけで無く、経営戦略の中で女性活躍をどのように位置づけ、取組の成果をどのように企業価値向上に繋げているかを見ている。
・本日、「男性育児休職」促進の大切さのお話もありましたが、なでしこ銘柄でも昨年から「共働き共育て」に関する評価項目を拡充し、また特に共働き共育てに優れた企業を対象にした「共働き共育て企業」の選定も開始している。こういった取組で、性別を問わずに家庭での責任を果たせる企業を増やしていきたい。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・女性の自己評価が低めというお話があったが、メンタリングが有効といわれている
・R4に企業横断メンタリングを実施。ノウハウをプレイブックにして公表。

（大企業ばかりに見えたため会社名削除しました）

https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/wil/R4playbook.pdf
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・最後に、女性の職業生活における活躍推進プロジェクトチームについてご紹介します。

男女間賃金格差は、長期的には縮小傾向にあるが、欧米主要国と比較すると依然として大きい。。男女間賃金格差は、産業ごとにばらつきがあり、企業規模別では大企業の方が大きい。 このため、業界に着目して省庁横断でメンバーを集めたプロジェクトチームを設置。

・業界による違い：
金融・保険：総合職と一般職、　航空：職種の男女差、小売：非正規労働に女性が多い

・業界ごとにアクションプランを策定していただくことになっている
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